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胃癌の薬物療法について

大阪国際がんセンター

薬局 鎌田 宏和

2022年9月14日19：00～20:00
第 3 回 OICI 薬薬連携セミナー

Osaka International Cancer Institute

胃癌治療ガイドライン(2021年7月改訂)

1次治療
HER2(-)の場合
シスプラチン +S-1

or
+Cape(ゼローダ®)

オキサリプラチン+S-1
or

+Cape(ゼローダ®)
FOLFOX

HER2(+)の場合
HER2(-)の場合に
トラスツズマブを上乗せ。
(FOLFOXは除く)

2次治療
MSI-Highの場合
ペムブロリズマブ
Weeklyパクリタキセル

+ラムシルマブ

MSI-High以外の場合
Weeklyパクリタキセル

+ラムシルマブ

3次治療
HER2(-)の場合
ニボルマブ
TAS-102(ロンサーフ®)
イリノテカン

HER2(+)の場合
トラスツズマブ デルクス
テカン(エンハーツ)

胃癌治療ガイドライン医師用2021年7月改訂 第6版
オレンジ色:内服薬

Osaka International Cancer Institute

胃癌の治療

Osaka International Cancer Institute

＜ガイドライン委員会のコメント＞

HER2陰性の胃癌・胃食道接合部癌に対する一次治療において、CPS5
以上の症例には、化学療法*+ニボルマブ併用を推奨する。CPS5未満
の症例、もしくはPD-L1検査実施が不可能な場合は、全身状態や後治
療への移行可能性などを考慮して、有効性とニボルマブ併用による副
作用増加について十分説明を行った上で、化学療法単独の選択肢も含
めて一次治療でのニボルマブ併用を検討することが望ましい。

*SOX療法、CapeOX療法、FOLFOX療法

胃癌ガイドライン変更点

CheckMate649 試験、ATTRACTION-4 試験の概要ならびに HER2 陰性の治癒切除不能な進行・
再発胃癌/胃食道接合部癌の一次治療における化学療法とニボルマブ併用に関する胃癌学会ガイ
ドライン委員会のコメント（2021年12月）

進行再発胃癌のすべての患者さんに一次治療として免疫チェックポイント
阻害薬(ICI)が考慮される。
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Osaka International Cancer Institute

当センターでの運用開始(外来)

従来の一次治療の副作用モニタリングに加え、
ICIの免疫関連有害事象(irAE)のモニタリング
も必要。

2021/11承認レジメン(1次治療)
●胃ニボルマブ+XELOX(APR)
●胃ニボルマブ+XELOX(L-OHP不耐)
●胃ニボルマブ+SOX(APR)
●胃ニボルマブ+SOX(L-OHP不耐)
●胃ニボルマブ+mFOLFOX(外来用)(へパフラッシュ)

Osaka International Cancer Institute

カペシタビン、S-1の服薬指導

https://oici.jp/file/202108/document_202105-02.pdf https://oici.jp/file/202108/document_202105-01.pdf

Osaka International Cancer Institute

オキサリプラチンで特に注意する副作用
（末梢神経障害）

手足が動かしにく
い（足がしびれて
立てない感じ）

手足の先が刺す
ような感じ

手足の指先が
ぴりぴりする

字が書きにくい
ボタンがかけにく
い
物を落とす

土の上を踏んだ感じ。
歩きにくい

手先の感覚が鈍い

※数コース後から出現し、休薬により回復の可能性

Osaka International Cancer Institute

末梢神経障害への対処法
1）減量（慢性末梢神経障害に対して）
オキサリプラチンの減量や一時中断を行うことにより、しびれが和らぐ

事があります。
患者指導：「1週間前と比べてしびれ感はひどくなってないですか？」

➡診察時に医師に申し出ていただくことを指導

2）冷感刺激を5日間避ける（急性末梢神経障害に対して）
患者指導：「冷たい飲食物は5日間は控えてくださいね」

3）以下の薬物療法を検討
➢ 弱い推奨(最もエビデンスがある)…デュロキセチン
➢ 有効性は明らかではないが投与を否定しない…プレガバリン、ミロガバ

リン、NSAIDｓ、オピオイド、牛車腎気丸
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Osaka International Cancer Institute

ICIの作用機序

小野製薬株式会社irAEアトラスより

Osaka International Cancer Institute

irAEの発現率と発現時期(非小細胞肺がん)

小野製薬株式会社irAEアトラスより

発現頻度が低い 発現時期が予想困難

Osaka International Cancer Institute

副作用の特徴について

殺細胞性抗がん剤と比較し
➀発現時期が予測困難
→時期毎の副作用が予想困難
②多種多様な副作用の可能性
→すべての副作用を伝えることは困難
③全体的に副作用発現頻度が低い
→副作用が発現しなければ油断する

患者自身での日々の副作用モニタリン
グを行うための患者教育が大切

→保険薬局の先生方の協力(連携)が必須副作用が多種多様

Osaka International Cancer Institute

副作用出現と効果

Prognostic Impact of Immune-related Adverse Events in 
Gastric Cancer Patients Treated With Nivolumab

P:ニボルマブ治療を受けた進行胃癌65症例に対して

I :irAEの発現の有無で2群に分け

C:無増悪生存期間、全生存期間を比較し

O:irAE発現群で

有意な延長がみられた。

BMC Cancer 19, 974 (2019) 
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Osaka International Cancer Institute

トレーシングレポート(ICI)

https://oici.jp/hospital/patient/yakkyoku/madoguchi/

Osaka International Cancer Institute

病院と保険薬局の連携

患者

患者家族

医師

薬剤師看護師

外来化学療法
問診票

診察

投与前問診

病院

保険薬局

薬剤交付及びテレフォン
フォローアップ時の患者情
報のFAX

FAX内容をカルテ取り込み院
内での情報共有、フィード
バック
外来化学療法問診票、お薬手
帳による情報共有。

外来ケモ室

Osaka International Cancer Institute

• 胃癌の1次治療にICIの使用が開始された。

• ICIの治療期間、治療後の生存期間が延長され、irAEのモニタリ
ングがより大切となる。

• 殺細胞性抗がん剤の副作用に加え、irAEのモニタリングは患者
教育が大切

さいごに

保険薬局での患者関与はますます重要

Osaka International Cancer Institute

ご清聴ありがとうございました。


